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2020 年 2 月 

特定非営利活動法人 永田みなみ台ほっとサライ 



永田みなみ台（南永田団地）概要 
     

《地域の特徴》 

南永田団地は、横浜南区の小高い丘に自然の地形を生かして建つ１９７４年完成の中高層集合住宅です。 

京急本線、弘明寺駅より徒歩約１８分またはバス１０分の距離で、上層階からは東京湾を隔て房総半島や 

横浜駅周辺から、みなとみらいが一望でき、また落日に浮かび上がる富士山や丹沢の山々が壮観です。 

《住宅・人口・高齢化率》 

   ・分譲 １、０３５戸   ・賃貸 １，４２５戸    ・計 ２，４６０戸 

   ・人口 ４，３００人   ・高齢人口比 ４３，９９％   ・高齢者一人暮らし世帯 ６７０世帯 

 



まちづくりへの動機 
 

◆高齢化が横浜市で４番、南区で一番進んでいるまち！ 

まちが寂しい！ 以前のような活気あるまちにしたい！ 

２０１５年１１月「寺子屋みなみ」講座開催 

   「寺小屋みなみ」３回開催、住民の参加者のべ８６名（含む小学生児童） 

 
     参加者の思いは  
   

    

 

 

  

 

 

 

 

◆２０１６年２月  

「永田みなみ台まちづくり運営委員会」の設立 

運営委員会参加者人数： ３７名 

   〈所属組織〉 地域住民・自治会、地区社協、商店代表、小・中学校教諭・PTA、保育園、地域ケアプラザ、など 

商店が撤退しシャッター商店 

寺小屋みなみ講座風景 

空き店舗を活用した交流拠点づくり 

飲食のできる 

・食事ができる 

・カフェ、喫茶店 

・高齢者の昼食 

 

 

 

 

 

 

多目的に活用する 

・趣味やサークル使用 

・子供たちの居場所 

・おしゃべりの出来る 

 

交流する 

・異世代多様な交流 

・高齢者が集う 

・誰もが立ち寄れる 

 



交流と活気あるまちおこし 

 

 

 ◆２０１６年４月「つながり祭」を開催。 

《赤ちゃんからお年よりまでみんな集まれつながり祭》 

◇南区「みなみ・ちからアップ補助金」を受ける 

◇開催場所 ＝ 団地中央広場と空き店舗１室利用 

◇開催日時 ＝ 偶数月第２土曜日 午前１１時～午後２時まで（雨天決行） 

◇内容 ＝ 模擬店（フランクフルト・綿菓子・うどん・くじ引き など） 

バザー、 昔遊び（コマ回し・けん玉・縄跳び）、 輪投げ、  

ダンスや演奏会（小学校の先生、児童・地域住民各サークル） 

        小学生児童と地域住民による通学路のごみ拾い清掃 

◇お手伝いスタッフ ＝ 大人２０名前後、 小学生児童、１０名前後 

 つながり祭風景 

 



空き店舗を活用した取り組み 
《その目的》 

空き店舗を活用し、 

まちの活性化と多世代交流の場、子どもの健全育成、高齢者の孤立化の防止と見守り拠点づくり。 

 

（２０１８年度） 

♦ １月 NPO法人設立総会 会員３２名  賛助会員８名  

法人名「永田みなみ台ほっとサライ」と命名 

♦ ３月 横浜市交流拠点事業補助金へ申請 

♦ ８月 NPO法人認可       

♦ ９月 横浜市交流拠点事業補助金（８５０万円）決定通知 

♦１０月 UR 都市機構へ空き店舗、賃貸交渉   ・室内設計検討 

♦１２月 室内工事業者入札  ・寄付金、募金活動 

（２０１９年度） 

♦ １月 室内工事始まる   ・備品の調達とボランティア要員確保 

♦ ３月 末、室内リフォーム工事完了 

♦ ４月 「サロンほっとサライ」オープン 

会議風景 

 

室内リフォーム完了 



サロンほっとサライ オープン 
 

◆２０１９年４月「サロンほっとサライ」オープン 

  《営業内容》 

    ♦営業時間 １１：００～１５：００まで （日曜 ・ 祝日は休み） 

    ♦飲食類   飲み物（コーヒー ・ 紅茶 ・ ジュース類） 

食事類（火・金曜日） その他の曜日はトースト 

    ♦ボランティア スタッフ  ２８名 

    ♦来客者数  一日平均３０名ほど  

 （現在のその他の取り組み） 

    ♦リースボックスの貸し出し（１２個） 

    ♦お菓子の販売（障害者支援センター製造） 

    ♦百人一首の集い（月１回） 

    ♦民生委員の住民相談（月２回） 

    ♦小学生児童の防犯安全ポスター展示（年２回予定） 

    ♦小学６年生児童のサロンボランティア実習の受け入れ 

    ♦ご意見箱の常設（オープンから１２月末まで４８件の投稿） 

サロンほっとサライ 

オープン 

 

小学生実習風景 



これからの取り組みと展望 
 

 

♦地域住民のニーズに応じた「サロンほっとサライ」の企画と経営維持 

住民アンケートやご意見箱などに寄せられた回答を考慮した企画運営。 

各種助成金の援助を受けながらの適正な資金運営。 

♦新たな担い手の参加とサロンの継続 

   現ボランティア皆さんの協力と若手ボランティア参加者の促進。 

♦「つながり祭」の活動促進 

   永田台小学校及び地域住民、各団体が参加しまちの活性化とつながり。 

♦各団体との協力と連携 

市・南区役所、市建築局・住宅供給公社、UR都市機構 

横浜プランナーズネットワーク、横浜国立大学、商栄会 

地域ケアプラザ、社会福祉協議会、小・中学校、保育園 

各自治会、団地商栄会、キッズクラブ、学童クラブ など 
リースボックス ご意見箱と募金ポスト 

これからもこのまちに住み続けたいという住民の思いを叶える

ために 


